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中　　級

        ・領域別ゼミ（多摩）
        ・領域別ゼミ（湘南）
        ・先生のための領域別ゼミ

こどもの発達について関心のある方どなたでも

基
礎
ｃ

講座名

対象

修了
条件

コマ数

講
座
内
容

⑥
研究グループごとの活動
他講義

研究グループごとに発表
意見交換・総評

上　　級

特別支援士講座

初級・中級の修了条件を満たし、
実践経験がある方

全１６コマ
（１日２コマ ×８日 ）

基礎abの復習と振り返り

個別支援計画の作成

⑦

多様な方法論

実践例の検討と検証

支援方法の理解　心理療法

支援方法の理解　環境論（生態論）

指導者・支援者のための基礎知識

④
興味ある領域について語る
～グルーピング～

⑤
研究グループごとの活動
他講義

②発達について
テーマ別ディスカッションと発表

※特別支援士講座を修了し、認定試験に合格後、
資格登録申請ができます。
なお、資格取得後（社） こども家族早期発達支援学
会（JDDnet正会員）に入会、必要講座受講にて、

早期発達支援士の資格を取得できます。

計２クール（各６コマ以上の出席）
＋研究発表をもって修了

修了により上級『特別支援士講座』の
受講資格が得られます。

海外の特別支援/ まとめ

ポートフォリオ

WISC/ 就学支援シート

特別支援教育

子どもの発達

前
期

後
期

課題レポートの提出 〈期日あり〉
・前期5 本以上・後期2本
・単位の有効期限は受講開始期を含め2期

①
基礎復習
自主研究の進め方、交流

②
テーマ別ディスカッション
ファシリテーション演習・発表

③

【研究テーマ】

　・子どもへの直接支援
　・横のつながり、連携（保護者、先生など）
　・支援者支援
　・行政的なバックアップ

基
礎
a

基
礎
ｂ

取得
資格

【認証】虹色発達サポーター

ＡＤＨＤの理解　

基礎講座aの復習と振り返り

学習症の理解

支援方法の理解　発達論

支援方法の理解　行動論

診断と発達評価の仕方

素質と環境、教育環境の整え方、連携の仕方

ＡＳＤの理解

ＡＳＤの理解（2）　

実技（音楽ムーブメント）

※申請制
（社）星と虹色なこどもたち承認「発達サポーター育星
（育成）講座」基礎abcを６コマ以上受講された方

初　　級

発達サポーター育星講座  基礎abc
（対面講座・オンライン講座・先生対象講座含む）

基礎abc 全21コマ
（各7コマ × 3）

基礎講座abcを修了されている方

１クール（全7コマ）
※研究テーマに沿って繰り返し学べます

　

【認証】虹色発達サポーターアドバンス 【認定】特別支援士資格

全コマ受講、およびレポート提出等、規定条件
を満たすことにより修了
また、修了をもって特別支援士資格の認定試
験受験資格が得られます。

※申請制
虹色発達サポーター認証取得し、基礎abcを全修了し、
対象講座併せて25コマ以上受講された方

基礎abc　各講座6コマ以上出席
（計18コマ以上）


